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平成２９年度 第２回弘前市廃棄物減量等推進審議会会議要旨 

 

 

○日 時 平成２９年９月２６日（火）１３時３０分～１５時３０分 

○場 所 弘前地区環境整備センター 管理棟３階会議室 

○出席者 内山会長、髙野委員、齋藤委員、太田委員、川越委員、 

三橋委員、藤田委員、鈴木委員、高木委員、戸澤委員 

○欠席者 安東委員、田澤委員、竹谷委員、堀江委員、八木橋委員、福士委員 

（委員１６名のうち１０名が出席） 

○事務局 柳田都市環境部長、秋元環境管理課長、丸岡環境管理課長補佐、 

     菊地主幹兼廃棄物政策係長、高谷主幹兼資源循環係長、 

     成田（貴）廃棄物政策係主査、成田（一）廃棄物政策係主査、 

竹谷廃棄物政策係主査、齊藤廃棄物政策係主事、成田資源循環係主事 

 

○内 容 

 

１ 開 会（進行：丸岡環境管理課長補佐） 

 

２ 会 議（進行：内山会長） 

（１）【案件１】し尿収集運搬（汲み取り）料金の評価に係る答申案の審議 

  ⇒【資料１】について事務局から説明を行った。 

 

※意見・質問等なし 

 

（２）【案件２】家庭系ごみ指定袋制度について 

  ⇒【資料２－１】【資料２－２】【資料２－３】について事務局から説明を行った。 

  ※内容に関連性があるため、併せて説明を行った。 

 

意見・質問等 

・古紙類の出し方の説明に、「紙ひもで縛って出す」という記載があるが、ごみの

分け方・出し方のチラシに合わせて「紙ひもなど」という表記にしたほうがい

いのではないか。 

（※紙ひもと限定したほうがいいという意見もあり。） 

⇒事務局では「など」を入れるのを失念していた。「など」を加えることについ

ては、市民の利便性は確保する必要があるという観点である。 

・来年１０月まで経過措置期間を設けるということは緑色袋をそれまでに使い切

るというように解釈しているが、収集する側はどう対処すべきか。 
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⇒収集業者と今後打ち合わせをしていきたい。 

   ・葉っぱや草、おむつは指定袋に入れるということでよいか。 

     ⇒指定袋に入れてもらうことになる。 

   ・最近、ごみの減量ペースが落ち込んでいるのではないか。 

     ⇒今年度は昨年度に対して下げ幅としては少ないと感じている。 

   ・紙ひもの話だが、市民の利便性がいいのはわかるが、どんな出し方でも、なん 

でも持っていくという姿勢からごみが多くなった一因ではないかと感じている。 

そのため、「など」ではなくて「できるだけ」という表現は書いたほうがいいと 

思う。 

     ⇒確かにごみ排出量が多くなってしまった一つの要因としてあると思う。今

回は指定袋制度の概要を示したものであるため、具体的な表現はできない

が、今後ごみの分け方・出し方のチラシなどで、できるだけ紙製のものを

使って欲しいと働きかけていきたい。 

    

（３）【案件３】分別区分（雑がみ・その他の紙）見直しに係る検討状況報告 

 ⇒【資料３】について事務局から説明を行った。 

 

意見・質問等 

・これまで市民は雑がみとその他の紙の出し方の違いにストレスを感じていた人

もいたのではないだろうか。 

・どうしてカップラーメンの容器など紙でできているものでも、雑がみとして処

理できないのか。 

 ⇒雑がみとしてのリサイクルは古紙としてリサイクルするため、水に溶ける

ものでなければ古紙としてリサイクルできない。 

・この見直し内容は、市民のわかりやすさや資源化量の観点からも、非常にいい

方向なのではないか。 

・かつてその他のプラスチックの区分があったが、これをやったら燃やせるごみ

が減ると思う。 

  ⇒資源化量と収集コストを総合的に判断してやめた経緯がある。 

  ⇒県の平均よりもごみが少ない八戸市でも「その他のプラスチック」を燃や

している。ごみ排出量は重さであることや、リサイクルには経費が掛かる

ものなので、県内の実情は半分くらいの自治体は燃やしている。 

・数字を根拠とした説明は説得性がある。ただし、これを進めるとなると相当市

民に対する説明が必要になってくると思うので、しっかり取り組んで欲しい。 

 

（４）【案件４】その他 

⇒特になし。 
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 ・現委員体制による審議会は今回が最後となる予定であるため、出席している一 

般公募の委員から意見・感想を伺った。 

 

（５）総括（進行：内山会長） 

・次回の審議会は、１１月を予定している。 

 ・【案件１】については、審議会会長が日を改めて答申書の提出を行う。 

 ・【案件２】については、次回も引き続き状況報告をしていく。 

      ※資料２－２については、審議を踏まえた内容を以て決定とする。 

 ・【案件３】については、審議会での検討項目について反対意見なし。 

 

３ 閉 会（進行：丸岡環境管理課長補佐） 

 

○資 料 

・【資料１】し尿収集運搬（汲み取り）料金の評価に係る答申案審議 

・【資料２－１】「家庭系ごみ指定袋制度」に関するこれまでの検討状況について 

・【資料２－２】「家庭系ごみ指定袋制度」の導入について（案） 

・【資料２－３】「家庭系ごみ指定袋制度」の導入に関するスケジュール 

・【資料３】分別区分（雑がみ・その他の紙）見直しに係る検討状況報告 

 

○公開・非公開の区分 「公開」 


